
2004 Summer ＆ Autumn IMF JC 40

ＩＭＦ-ＪＣ結成大会
（1964年）

エポックメイキング①

中
山
製
鋼
労
組
）
及
び
オ
ブ
加
盟
組

織
・
傍
聴
組
織
な
ど
５
単
産
13
単
組
、

70
万
を
代
表
す
る
金
属
労
働
者
代
表
１

３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

結
成
大
会
は
、
議
長
団
に
清
田
（
電

機
労
連
）、
岡
（
造
船
総
連
）
の
両
氏
を

選
出
、
最
初
に
グ
ラ
デ
ル
Ｉ
Ｍ
Ｆ
書
記

長
の
祝
辞
を
受
け
ま
し
た
。

Ｉ
Ｍ
Ｆ
―

Ｊ
Ｃ
の

結
成
は
一
大
エ
ポ

ッ
ク

グ
ラ
デ
ル
書
記
長

は
、
祝
辞
の
中
で

「
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
の
結

成
に
よ
っ
て
、
日
本

の
金
属
労
働
者
は
、

技
術
革
新
、
経
済
構

造
の
変
化
、
国
際
貿

易
の
激
化
か
ら
も
た

ら
さ
れ
る
、
困
難
な

諸
問
題
を
効
果
的
に

解
決
で
き
る
立
場
に

た
っ
た
と
思
う
（
中

略
）
Ｉ
Ｍ
Ｆ
の
使
命

は
、
全
世
界
の
金
属

労
働
者
の
大
き
な
流

れ
を
集
約
し
た
も
の

で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
、
国
際
的
団
結
と

共
通
の
利
害
に
つ
い
て
、
統
一
行
動
を

と
る
こ
と
を
明
示
し
、
世
界
の
平
和
を

守
り
、
そ
の
推
進
の
た
め
に
闘
う
全
世

界
の
金
属
労
働
者
の
友
情
の
絆
を
一
層

強
化
し
よ
う
。
そ
の
た
め
に
も
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―

Ｊ
Ｃ
の
結
成
は
、
日
本
の
金
属
労
働
運

動
史
上
に
一
大
エ
ポ
ッ
ク
を
画
す
る
も

の
と
確
信
す
る
」
と
強
調
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
規
程
を
決
定
す
る
と
と

も
に
、
①
組
織
拡
大
の
た
め
の
組
織
活

動
の
推
進
、
②
Ｉ
Ｍ
Ｆ
加
盟
実
現
に
向

け
た
活
動
の
開
始
、
③
組
織
活
動
に
必

要
な
機
関
誌
等
の
教
宣
活
動
の
推
進
、

④
そ
の
他
の
賃
金
制
度
・
労
働
時
間
・

雇
用
に
関
す
る
各
国
資
料
の
翻
訳
出
版

Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
（
国
際
金
属
労
連
日
本

協
議
会
）
の
結
成
大
会
は
、
１
９
６
４

年
（
昭
和
39
年
）
５
月
16
日
、
五
月
晴

れ
の
も
と
、
東
京
・
神
宮
外
苑
の
日
本

青
年
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
成
大
会
に
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
本
部

か
ら
特
別
来
賓
と
し
て
グ
ラ
デ
ル
書
記

長
と
日
本
の
組
織
化
担
当
で
あ
る
ダ
ン

ネ
ン
バ
ー
グ
書
記
次
長
が
出
席
し
ま
し

た
。正

式
加
盟
組
織
で
あ
る
４
産
別
（
電

機
労
連
、
造
船
総
連
、
全
国
自
動
車
、

全
機
金
）
２
単
組
（
八
幡
製
鉄
労
組
、

結成大会で祝辞を述べるＩＭＦ本部のグラデル書記長

計
画
の
推
進
、
⑤
国
際
賃
金
セ

ミ
ナ
ー
の
開
催
、
⑥
国
際
交
流

計
画
の
推
進
、
⑦
地
方
組
織
の

充
実
・
整
備
な
ど
を
内
容
と
す

る
活
動
方
針
な
ど
を
決
定
し
ま

し
た
。
初
代
役
員
に
福
間
知
之

議
長
（
電
機
労
連
副
委
員
長
）、

瀬
戸
一
郎
事
務
局
長
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ

日
本
事
務
所
長
）
ら
を
選
出
し

ま
し
た
。

結
成
宣
言
を
高

ら
か
に
宣
言

最
後
に
、「
我
々
は
今
こ
こ
に

Ｉ
Ｍ
Ｆ
日
本
協
議
会
を
結
成
し

た
。
そ
し
て
遠
か
ら
ず
Ｉ
Ｍ
Ｆ

へ
の
加
盟
を
め
ざ
し
て
組
織
拡
大
の
た

め
の
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
結
成
大
会
を
機
会
に
、
日
本
の
金

属
労
働
者
は
、
新
た
な
、
し
か
も
自
由

な
労
働
組
合
の
結
集
体
で
あ
る
日
本
協

議
会
を
誇
り
を
も
っ
て
国
際
舞
台
に
押

し
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
我
々
は
、

我
々
の
日
本
協
議
会
が
日
本
の
労
働
運

動
の
中
心
的
な
団
結
体
と
し
て
確
固
た

る
地
歩
を
築
き
、
日
本
の
労
働
運
動
の

発
展
に
全
力
を
あ
げ
て
努
力
す
る
こ
と

を
国
内
外
に
高
ら
か
に
宣
言
す
る
」
と

の
結
成
大
会
宣
言
を
発
表
し
て
、
こ
こ

に
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
は
正
式
に
発
足
し
ま
し

た
。

結
成
大
会
へ
出
席
し
た
加
盟
組
合
代
表
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ＩＭＦ（国際金属労連）
東京大会（1985年）

エポックメイキング②

ー
ジ
し
た
舞
台
の
上
で
、
津
軽
三
味
線
、

連
獅
子
、
助
六
太
鼓
な
ど
が
演
じ
ら
れ
、

そ
の
合
間
に
ス
ピ
ー
チ
が
入
る
と
い
う

構
成
で
し
た
。
マ
イ
ヤ
ー
Ｉ
Ｍ
Ｆ
会
長
、

中
村
Ｊ
Ｃ
議
長
、
谷
口
労
働
省
労
政
局

長
（
労
働
大
臣
代
理
）、
レ
ブ
ハ
ン
Ｉ
Ｍ

Ｆ
書
記
長
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
ス
ピ

ー
チ
し
ま
し
た
。

同
日
午
後
６
時
か
ら
は
、
招
待
客
を

含
め
た
１
３
０
０
人
が
、
ウ
エ
ル
カ
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
で
親
睦
を
深
め
合
い
ま
し

た
。大

会
初
の
パ
ネ
ル

討
論

世
界
大
会
初
の
パ
ネ
ル
討
論
は
大
会

５
日
目
終
日
行
わ
れ
ま
し
た
。

討
論
は
午
前
と
午
後
に
分
け

て
行
わ
れ
、
司
会
と
10
人
の

パ
ネ
ラ
ー
を
迎
え
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
午
前
の
パ
ネ
ラ
ー

に
は
日
本
か
ら
中
村
Ｊ
Ｃ
議

長
が
参
加
し
ま
し
た
。
午
前

の
部
は
、
貿
易
問
題
に
論
議

が
集
中
し
、
中
村
議
長
は

「
世
界
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る

た
め
に
は
自
由
貿
易
が
不
可

欠
」
と
主
張
、
貿
易
問
題
に

か
ら
み
、
会
場
か
ら
の
日
本

の
時
短
を
求
め
る
声
や
日
本

が
保
護
貿
易
政
策
を
と
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の

声
に
対
し
、「
労
働
組
合
と
し

て
内
需
主
導
の
経
済
政
策
を

政
府
に
求
め
て
い
る
」
と
説
明
し
ま
し

た
。Ｉ

Ｍ
Ｆ
東
京
大
会

を
成
功
さ
せ
て

Ｉ
Ｍ
Ｆ
東
京
大
会
開
催
当
時
の
議
長

で
あ
っ
た
中
村
卓
彦
氏
は
次
の
よ
う
に

コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。

”「
次
回
大
会
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
、

デ
ン
マ
ー
ク
金
属
労
組
が
受
け
持
つ
が
、

日
本
の
仲
間
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
設

営
は
到
底
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
ポ
ー

ル
セ
ン
委
員
長
の
東
京
大
会
閉
会
演
説

Ｉ
Ｍ
Ｆ
（
国
際
金
属
労
連
）
の
第
26

回
世
界
大
会
が
６
月
９
日
か
ら
14
日
ま

で
、
東
京
・
紀
尾
井
町
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ

ー
オ
ー
タ
ニ
で
開
か
れ
ま
し
た
。
Ｉ
Ｍ

Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
は
、
受
入
れ
ホ
ス
ト
組
織
と
し

て
、
こ
の
世
界
大
会
の
受
け
入
れ
を
Ｊ

Ｃ
結
成
20
周
年
行
事
の
一
つ
と
位
置
づ

け
、
大
会
成
功
に
向
け
、
全
力
を
傾
注

し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、
70
カ
国
の
労

組
代
表
約
８
７
０
人
（
内
日
本
代
表
２

１
９
人
）
が
参
加
し
、
平
和
、
経
済
政

策
、
人
権
、
新
技
術
導
入
な
ど
、
13
の

決
議
に
つ
い
て
審
議
の
上
、
採
択
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
大
会
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

で
あ
る
「
21
世
紀
の
労
働
組
合
―
明
日

へ
の
総
結
集
」
に
沿
っ
て
、
世
界
大
会

初
の
パ
ネ
ル
討
論
も
実
施
さ
れ
、
今
後

の
運
動
の
あ
り
方
を
模
索
し
ま
し
た
。

世
界
的
経
済
不
況
下
に
あ
っ
て
、
雇
用

確
保
が
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
労
働
運
動

に
と
っ
て
、
国
際
連
帯
活
動
の
一
層
の

強
化
が
不
可
欠
と
の
認
識
を
深
め
合
い

ま
し
た
。

日
本
色
豊
か
に
開

会
式

６
月
９
日
午
後
３
時
、
内
外
の
関
係

者
１
０
０
０
名
を
集
め
、
開
会
式
が
華

や
か
に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
情
緒

を
強
調
す
る
た
め
に
、
能
舞
台
を
イ
メ

を
耳
に
し
な
が
ら
、
私
は
ホ
ス
ト
組
織

の
議
長
と
し
て
、
大
任
を
果
た
し
得
た
安

堵
感
と
共
に
深
い
感
動
に
包
ま
れ
た
。
“

”
ア
メ
リ
カ
で
の
第
25
回
世
界
大
会
の
席

上
、
ひ
ょ
う
た
ん
か
ら
駒
の
よ
う
に
東

京
開
催
が
決
ま
っ
た
。
そ
れ
か
ら
の
準

備
が
大
変
だ
っ
た
。
秒
読
み
の
大
会
進

行
計
画
、
会
場
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
の
設
営
と
宿
泊
計
画
の
立
案
等
に
、

一
分
の
隙
も
な
い
詳
細
な
受
入
れ
の
準

備
が
事
務
局
を
中
心
に
し
た
Ｊ
Ｃ
の
総

力
を
挙
げ
て
の
取
り
組
み
で
見
事
に
で

き
あ
が
っ
た
の
で
あ
る
“（『
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ

Ｃ
30
年
史
』
よ
り
）

５
日
目
に
行
わ
れ
た
パ
ネ
ル
討
論

世
界
大
会
に
は
世
界
70
カ
国
８
７
０
人
が
出
席



第１回日独金属労組
定期協議（1991年）

エポックメイキング③

の
企
業
を
目
標
と
し
て
、
テ
ス
ト
を
試

み
た
い
。（
中
略
）
終
戦
と
い
う
同
じ
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
金
属
労
組
と
同
じ
テ

ー
ブ
ル
で
話
し
合
え
る
と
い
う
こ
と
は

有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
。
我
々
の
共
通

項
は
、
労
働
者
の
利
益
第
一
と
言
う
こ

と
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
連
帯
す
べ

き
だ
。
ま
た
、
今
後
は
Ｅ
Ｃ
全
体
、
東

欧
、
第
三
諸
国
と
の
連
携
も
重
要
で
あ

る
。
お
互
い
の
意
見
を
聞
い
て
知
識
を

高
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
偏
見
と
恐
怖
を

取
り
除
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
う

し
た
観
点
か
ら
日
本
の
金
属
労
組
と
の

定
期
協
議
が
今
後
と
も
重
要
で
あ
る
」

と
述
べ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
日
本
を
代
表
し
て
得

本
輝
人
議
長
は
、
日
本
の
労
働
・
経
済

の
現
状
と
問
題
点
、
公
正
な
競
争
条
件

日
独
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
作
業
部
会
（
93.

９
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
）

き
あ
が
っ
て
い
た
と
言
え
ま
す
。

そ
の
後
、
こ
の
日
独
金
属
労
組
定
期

協
議
は
、
継
続
開
催
さ
れ
、
92
年
の
第

２
回
定
期
協
議
で
は
「
日
独
金
属
労
働

者
の
生
活
・
労
働
条
件
比
較
」
と
「
産

業
政
策
と
生
産
方
式
」
の
二
つ
の
共
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
、
２
年
間
の
作

業
を
終
え
、
94
年
11
月
に
行
わ
れ
た
第

４
回
定
期
協
議
で
そ
の
成
果
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

単
な
る
意
見
交
換
や
情
報
交
換
の
み

で
な
く
、
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
も

行
う
な
ど
、
同
時
に
始
ま
っ
た
日
韓
金

属
労
組
定
期
協
議
と
共
に
、
有
意
義
な

定
期
協
議
を
今
日
ま
で
継
続
し
て
開
催

し
て
い
ま
す
。

2004 Summer ＆ Autumn IMF JC 42

と
す
る
た
め
の
労
働
時
間
短
縮
へ
の
取

り
組
み
、
多
国
籍
企
業
問
題
に
対
す
る

共
通
の
解
決
策
の
討
議
の
必
要
性
、
ア

ジ
ア
発
展
の
た
め
の
Ｊ
Ｃ
の
役
割
の
重

要
性
を
述
べ
る
と
共
に
、
日
独
金
属
労

組
が
共
通
の
土
俵
の
上
で
話
し
あ
う
こ

と
の
意
義
を
強
く
訴
え
ま
し
た
。

日
独
双
方
の
関
心

が
一
致
、共
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
発
足

日
本
の
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―

Ｊ
Ｃ
側
に
と
っ
て

は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
最
大
の
組
織
で
あ
り
、
時

短
や
労
使
合
意
な
ど
で
常
に
世
界

の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
リ
ー
ド
し

て
い
る
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
と
定
期
協
議

す
る
意
義
は
大
き
く
、
一
方
、
ド

イ
ツ
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
側
に
と
っ
て
は
、

１
９
９
０
年
初
め
、
ま
だ
日
本
が

バ
ブ
ル
崩
壊
す
る
直
前
で
あ
り
、

「
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
No.
１
」
が
人

気
を
呼
び
、
日
本
型
生
産
方
式

「
リ
ー
ン
生
産
方
式
」
が
欧
米
で
脚

光
を
浴
び
る
な
ど
、
日
本
経
済
の

脅
威
論
が
世
界
的
話
題
に
な
っ
て

い
る
最
中
で
あ
り
、
日
本
の
労
使

関
係
や
企
業
文
化
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い
た
と
い
う
、
双
方

に
と
っ
て
有
益
で
あ
る
と
し
て
、

定
期
協
議
ス
タ
ー
ト
の
背
景
が
で

１
９
９
０
年
代
に
入
り
、
グ
ロ
ー
バ

ル
経
済
時
代
に
対
応
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｍ

Ｆ
―

Ｊ
Ｃ
の
国
際
連
帯
活
動
は
更
に
進
化

し
ま
し
た
。

１
９
９
１
年
11
月
に
ド
イ
ツ
・
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
の
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
（
ド
イ
ツ

金
属
労
組
）
本
部
で
第
１
回
日
独
金
属

労
組
定
期
協
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
91
年
２
月
の
シ
ュ
タ
イ
ン
キ
ュ

ー
ラ
ー
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
会
長
の
来
日
の
折
、

Ｊ
Ｃ
三
役
と
の
懇
談
の
席
上
で
の
合
意

に
基
づ
く
も
の
で
す
。

日
本
側
代
表
団
は
、
得
本
輝
人
議
長

以
下
９
名
、
ド
イ
ツ
側
は
シ
ュ
タ
イ
ン

キ
ュ
ー
ラ
ー
会
長
以
下
10
名
で
し
た
。

相
互
の
理
解
通
し

偏
見
と
恐
怖
の
除

去
が
必
要

シ
ュ
タ
イ
ン
キ
ュ
ー
ラ
ー
Ｉ
Ｇ
メ
タ

ル
会
長
は
挨
拶
の
中
で
、
東
西
ド
イ
ツ

統
合
の
現
状
、
Ｅ
Ｃ
統
合
へ
の
決
意
を

述
べ
た
後
、「
多
国
籍
企
業
問
題
が
重
要

で
あ
る
。
な
か
ん
ず
く
日
本
の
企
業
行

動
は
、
そ
の
国
の
政
治
的
構
造
、
法
的

構
造
、
労
組
行
動
に
脅
威
を
与
え
つ
つ

あ
り
、
問
題
が
生
じ
つ
つ
あ
る
。
こ
れ

は
『
日
本
の
新
し
い
挑
戦
』
と
受
け
取

ら
れ
、
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
と
し
て
日
本
の
特

定
の
企
業
を
目
標
と
し
て
日
本
の
特
定

第
６
回
日
独
金
属
労
組
定
期
協
議
（
97.

10
、
東
京
）
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さ
ま
ざ
ま
な
民
間
の
団

体
・
個
人
な
ど
延
べ
１
３

０
万
人
が
復
興
の
た
め
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
し
ま
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
は
、
こ
の
阪

神
・
淡
路
大
震
災
の
年

を
”ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
元
年
“

と
名
付
け
ま
し
た
。

結
成
５
年
目
を
迎
え
た

連
合
も
こ
の
大
惨
事
に
対

し
て
、
本
格
的
な
組
織
的

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
現

地
で
展
開
し
ま
し
た
。

連
合
は
、
発
生
後
３
日

目
の
１
月
20
日
に
、
連
合

大
阪
に
現
地
対
策
本
部
を

設
置
し
、
１
月
中
は
、
周

辺
の
地
方
連
合
を
中
心
に

連
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
被
災
地
に
入
り
、

救
援
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

２
月
１
日
に
は
、
連
合
現
地
対
策
本

部
を
、
神
戸
市
兵
庫
区
に
あ
る
連
合
兵

庫
事
務
局
内
に
移
し
、
全
国
の
加
盟
単

産
、
地
方
連
合
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

受
け
入
れ
を
開
始
し
ま
し
た
。

連
合
は
全
国
か
ら
延
べ
５
万
人
余
の

連
合
組
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
現
地
に
受

入
れ
、
行
政
の
手
の
届
か
な
い
救
援
物

資
の
仕
分
け
作
業
、
移
動
風
呂
の
開
設

と
世
話
活
動
、
給
水
活
動
、
学
校
な
ど

避
難
所
の
掃
除
、
被
災
者
の
調
査
な
ど
、

広
範
な
救
援
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

Ｊ
Ｃ
の
仲
間
も
４

６
０
０
人
が
参
加

こ
の
連
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、

Ｊ
Ｃ
加
盟
産
別
・
単
組
か
ら
も
４
６
０

０
人
余
（
地
方
連
合
分
除
く
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

２
月
22
日
か
ら
３
日
間
の
例
を
お
話

し
ま
し
ょ
う
。
鉄
鋼
労
連
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
は
、
水
道
局
の
担
当
者
と
共

に
給
水
作
業
の
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し

た
。
会
下
山
小
学
校
で
は
「
連
合
あ
っ

た
か
湯
」
の
移
動
風
呂
を
ゼ
ン
キ
ン
連

合
の
男
性
10
名
が
自
治
労
の
３
名
の
女

性
の
方
と
一
緒
に
お
世
話
し
て
い
ま
し

た
。
長
田
区
の
蓮
池
小
学
校
の
正
門
で

は
、
金
属
機
械
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
人

が
道
案
内
や
給
水
作
業
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
し
た
。
寒
風
の
中
、
立
ち
っ

ぱ
な
し
の
作
業
で
し
た
。

神
戸
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
国
際
展

示
場
で
は
、
全
国
か
ら
の
救
援
物
資
の

内
、
生
活
用
品
と
医
薬
品
が
集
積
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
電
機
連
合
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
50
人
を
中
心
に
、
毛
布
や

セ
ー
タ
ー
、
下
着
類
な
ど
の
衣
類
と
、

歯
磨
き
粉
な
ど
の
生
活
用
品
を
て
き
ぱ

き
と
仕
分
け
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。

長
田
区
の
板
宿
小
学
校
に
設
置
さ
れ

た
「
連
合
あ
っ
た
か
湯
」
で
は
、
造
船

重
機
労
連
の
男
性
10
人
と
連
合
神
奈
川
、

自
治
労
の
６
人
の
女
性
で
担
当
、
朝
か

ら
も
う
７
名
の
お
年
寄
り
が
利
用
し
た

と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
他
、
避
難
所
の
小
学
校
の
ト
イ

レ
掃
除
に
汗
す
る
自
動
車
総
連
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
々
、
避
難
所
の
実
態
調

査
の
た
め
自
転
車
で
一
軒
一
軒
訪
問
調

査
す
る
全
電
線
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
、
誰
も
見
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
、

黙
々
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
に
従
事
す

る
Ｉ
Ｍ
Ｆ
―
Ｊ
Ｃ
の
仲
間
の
姿
を
見
て
い

て
、
労
働
組
合
の
連
帯
っ
て
と
て
も
暖

か
い
も
の
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

全
国
か
ら
の
救
援
物
資
の
仕
分
け
作
業
を
す
る
Ｊ
Ｃ

の
仲
間
た
ち

「
連
合
あ
っ
た
か
湯
」
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
す
る
Ｊ
Ｃ
の
仲
間
た
ち

43 IMF JC 2004 Summer ＆ Autumn

阪神淡路大震災（1995年）
連合ボランティア

連
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
延
べ
５
万
人

参
加

１
９
９
５
年
１
月
17
日
に
発
生
し
た

阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
、
６
４
０
０
人

以
上
の
死
者
・
行
方
不
明
者
を
出
し
、

工
場
、
住
宅
、
ビ
ル
な
ど
の
家
屋
の
倒

壊
、
道
路
・
水
道
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
設

備
の
崩
壊
な
ど
未
曾
有
の
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。

こ
の
大
震
災
に
対
し
て
、
全
国
か
ら


